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　Fukiya-Obie  ＤＯＨＺＡＮＳ

『 ヒルクライムチャレンジシリーズ 高梁 吹屋ふるさと村大会 』が、 誰もが参加できる気軽さがあると同時に 〝 
スポーティ かつ スマート 〟 な ものとして映るよう、 クウォリティ高いデザインを誇る 
視覚的識別ウェアを制作します。

『 ヒルクライムチャレンジシリーズ 高梁 吹屋ふるさと村大会 』が、 広く 
誰でもが参加できるイメージをつくるため、 クウォリティ高いデザインを誇る 
Ａ２変形サイズポスターを制作します。

Fukiya design.
Fukiya-Obie  ＤＯＨＺＡＮＳ
那須　090-4141-1883

　那須啓文 　那須啓文

倉敷市

『 ヒルクライムチャレンジシリーズ 高梁 吹屋ふるさと村大会 』…
参加選手・主催者（地域の行政）・ボランティアスタッフの皆さん・沿道で応援くださる地域のみなさん…。　これら
多くの人々が　自然と歴史の舞台で交流できる “理想の生涯スポーツ環境” 
が、ここにあります。　2011年より大きな期待とともにスタートした このレースは、地元の人たちが “手づくり” で 
築き上げる大会として とても有意義に 順調に 成長をとげていますが、 ひとつ　大きな課題として 「 
地元からの（とくにジュニア世代の）競技エントリー者が とても少ない 」 
という課題を抱えています。　地元地域が、「おもてなしとしての参加」だけでなく「選手としての参加」でも 
生涯スポーツの喜びを得られるよう、自転車競技のもつ敷居の高いイメージを払拭し、広く選手として参加しようと
する誰もが 気軽にその一歩目を踏み出すことができるよう、あらゆる要素で 
工夫を試みることを目的としています。

チームのメンバーが 
とても広範囲より集まることから、できるかぎりの交流の機会を設ける目的で、実際のコースを使っての合同練習
合宿を実施。
合宿施設は、この大会・フル競技コースのゴール地点である 『 備中吹屋 』に設定。
「吹屋公民館」跡～「吹屋国際交流ヴィラ」跡を活用し ゲストハウスとして 地域に根ざした展開を進めている 『 
ELEVEN VILLAGE 吹屋 』 を 本拠の会場として実施します。
2021シーズンの大会は 10月３日（日曜日）に計画されていたのですが、 感染症リスクを回避するため 
主催者判断によって シーズン内には開催されないことが 夏の時点で発表されました。
そこで 今回の活動計画を、 そのまま 
次シーズン2022年10月２日（日曜日）に計画される大会に向けての合宿として、 令和３年度内で 
もっとも遅いタイミングである ３月の最終週末に実施することに定めました。


